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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

構築したモデルは 0.05°×0.05°（約 5km×5km）の解像度のグリッド（格子）単位で水

収支が算定できる分布型水文モデルであり、地形や土壌物理性の情報と、日別の気温、降水量、

日射量、湿度、風速から、蒸発散量や層別の土壌水分量、地下水位等が計算できます。その際、

グリッド内の詳細な地形情報を指標化することにより、グリッド内の土壌水分の不均一性や地

表面飽和領域の面積（飽和面積）を算定できます（図１）。 
1979 年から 2005 年までの期間についてモデルを実行し、得られた飽和面積を東北タイの天

水田地帯について旬ごとに集計し、統計資料から得た各年の作付面積と比較した結果、8 月中

旬の飽和面積と作付面積の相関が最も高くなることがわかりました（図２）。これは、この地域

では日長感応性が強い品種が作付されており、水稲作付は遅くとも 8 月末頃までに実施する必

要があることを反映していると考えられ、この時点での飽和面積により水稲作付面積が適切に

推定できる可能性が示されました。 
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広域水収支モデルにより天水田地帯の 

水稲作付面積を推定する 

［要約］ 

広域水収支モデルで得られる地表面飽和面積の年々変動から、水稲作付面積の年々変動を推

定できることを明らかにしました。予測される気候変化に伴う地表面水循環過程の変化が天

水田地帯の水稲生産に与える影響の評価に利用できます。 

［背景と目的］ 

東南アジア等に広く分布する天水田地帯における水稲栽培は、作付開始時期や可能面積が気

象条件に大きく依存するため、その生産量は年々の気候変動のみではなく、将来予測されて

いる気候変化により大きく影響され、国際的な食料需給関係に影響する可能性があります。

そこで、天水田が大半を占める東北タイを対象に、一般的な気象データから広域水収支が算

定できるモデルを構築し、モデルから得られる地表面飽和面積を使用した水稲作付面積推定

の可能性について検討しました。 
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図１ 詳細な地形情報からグリッド内の飽和面積の算定 

定義された地形因子λは、水がたまり易い場所（谷筋や盆地の底など）ほど値が高くなり

ます。モデルで計算されるグリッド内の地下水位 TZ が浅くなれば、飽和しているサブグリ

ッドの数が増加し、飽和面積率（Fsat）が大きくなります。 

図２ 東北タイ全域における、統計資料による雨季作水稲作付面積と、モデルで算定した 8

月中旬の飽和面積の年次変動の比較 

統計資料による作付面積には明確な増加傾向（水田開発による面積の拡大）が認められまし

たので、年々変動を明確にするためにトレンドからの偏差で表しました。年々の変動は良く

一致しています。1992年以降、統計値の変動が小さくなっていますが、栽培方式の変化等、

気象以外の要因と考えられます。 
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飽和面積率(Fsat)の推定例
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モデルによる水収支計算の
基本単位であるグリッド（右
図黒枠）を、６×６のサブグ
リッド（右図青枠）に分割する。

グリッド（黒枠） ：
0.05º×0.05º（180sec×180sec）

サブグリッド（青枠） ：
30sec×30sec
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: グリッド平均地下水位
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◆グリッドをサブグリッドに分割する

◆標高データから、地形因子λを計算する
標高データを使用して、以下で定義される地形因子
（λ）をサブグリッド毎に求める（上図の数値）。

◆飽和領域を抽出する
水収支計算で得られるグリッド平均地下水位から、以下
の条件を満たすサブグリッドを飽和領域として抽出する。


